
令和７年度 社会福祉法人オールフェアリー苦情状況報告 

 

 

１．苦情受付         ８件 

 

２．苦情内容 

・送迎時の一時停止を再度周知した方がよいのではないか。特に朝の送りの時間帯に、一時停止をしない後続車がピッタリと

付いてきて、あおられるような状況があった。 

・近隣の住人の方から、「お迎えの時、園児が家のトタンの壁を叩いていく。 お母さんも一緒にいますが注意をしないので、保

育園からやめるよう伝えてほしい」 と電話があった。 

 

・支援センターご利用者から、センター利用時にお子さんが転んで頭を打ったにもかかわらず、職員が他の利用者と話に夢中

になっていて対応してもらえなかったと市を通して苦情があった。 

 

・「体調不良のお子さんを、未満児クラスで保育しているが、免疫が低い未満児と一緒に過ごすのは問題がないか？」と質問

があった。保育課保健師に確認し、対応に不適切な点はないと回答があった。 

 

・駐車場で職員が長時間話していた。会話の内容も耳に入り、気になった。安全の面からも、駐車場で話し込むことがないよう

にしてほしい。 

 

・給食中に「トイレに行きたい」と言えない雰囲気が一部の保育士の中である。子どもが「トイレに行きたい」と言ったら行かせて

ほしい。 

 

・保育園から保護者の方に要望をお伝えするときの口調が強く、嫌味に聞こえ 不愉快だった。 

 

・近隣の住民の方から「保護者の送迎時の車のスピードが速くて大変危険。交差点は一旦停止をするべきだ。駐車場の出入

口を一方通行にするべきだ」と苦情の電話、訪問があった。 

 

 

 

 

 

 

３．第三者委員への報告・助言・立ち合い    ０件 

 

４．第三者委員会の開催      ０件 


